
不登校・ひきこもり支援について           資料３ 

1 

 

 【不登校への対応】 

ア すべての児童生徒にとって学校が安心して過ごせる居場所となり、子どもどうしの絆が感

じられる活動の場となるよう、授業・行事・課外活動において、自己肯定感や自己有用感

を高めることができる魅力ある学校づくりを推進すること。 

 

イ 早期発見・早期対応のため、日頃から児童生徒の状況の把握に努めること。また、すべ

ての児童・生徒を対象にスクリーニングを実施する等、子どもの些細な変化を教職員で共有

できるよう取組みを進めるとともに、欠席しがちになる等子どものサインを察知した場合は、機

を逸することなく家庭訪問を通じて保護者との協力体制を築く等、きめ細やかで適切な対

応を図ること。 

 

ウ 小学校低学年時より不登校児童が増加する状況を踏まえ、不登校やその兆しがある

児童に対して初期段階から不登校担当者を中心にケース会議等において、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカー等の専門家を活用するとともに、校内での丁寧な学年間

の引き継ぎや小中連携を積極的に進めるために組織的な支援体制を整えること。 

 

エ 不登校児童生徒等への支援を継続しつつ、生徒指導体制の連携を強化し、予防に

重点を置いた児童生徒支援体制の構築に努めること。 

 

オ 民間の団体等との連携を含め、本市教育センターの教育相談、不登校児童生徒支

援室「ふれあいルーム」の４つのコースを積極的に活用すること。また、中学校３年時に長

期にわたり不登校状態にある生徒に対し、卒業後の主体的な進路選択への支援に努める

よう指導すること。 

 

カ 児童・生徒の支援ニーズに応じて、１人１台端末を活用し、教室と別室や自宅をオン

ラインでつなぎ、授業や学級の様子を視聴できるようにして、教育機会を増やしていくことや、

学校に行きづらい児童・生徒の健康状況や気持ちの変化を確認するなど、児童・生徒の

支援に努めること。 

（「令和５年度茨木市立幼稚園・認定こども園・小学校・中学校に対する指導事項」より） 
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